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高い学力と豊かな人間性を兼ね備えた
次代のリーダーの育成を

複式簿記導入による
公会計改革を

長
谷
川
修
平
議
員
（
民
主
）　

運
賃

収
入
の
減
少
か
ら
、乗
り
合
い
バ
ス
の

路
線
廃
止
な
ど
が
さ
れ
て
い
る
が
、

生
活
の
足
と
し
て
の
公
共
交
通
の
充

実
は
、
県
北
振
興
策
の
中
で
も
、
県

と
し
て
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

公
共
交
通
の
維
持
と
活
性
化
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

平
成
二
十
三
年
度
は
、
特
に

公
共
交
通
の
減
少
が
著
し
い
県
北

地
域
の
生
活
・
交
流
を
支
え
る
た

め
、
市
町
村
を
越
え
た
広
域
交
通
の

充
実
に
向
け
て
、
広
域
バ
ス
路
線
の

実
証
運
行
を
行
う
モ
デ
ル
事
業
を

二
地
域
で
実
施
し
た
い
と
考
え
て

お
り
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果

を
十
分
に
検
証
し
、
全
県
的
な
公
共

交
通
の
活
性
化
に
活
か
し
て
い
き

た
い
。

議
員　

本
県
の
医
師
数
は
人
口
十
万

人
当
た
り
百
六
十
二
・
一
人
と
全
国

平
均
よ
り
も
著
し
く
低
い
が
、
中
で

も
、
常
陸
太
田
・
ひ
た
ち
な
か
な
ど

の
二
次
保
健
医
療
圏
は
百
人
未
満
で

あ
る
。
県
北
地
域
を
は
じ
め
医
師
不

足
の
顕
著
な
地
域
の
医
師
確
保
対
策

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

知
事　

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
、
医

師
不
足
地
域
で
勤
務
す
る
こ
と
を
条

件
と
し
た
医
師
修
学
資
金
貸
与
制
度

を
拡
充
す
る
ほ
か
、
筑
波
大
学
な
ど

の
寄
附
講
座
を
活
用
し
た
医
師
派
遣

も
予
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
医
師

不
足
地
域
に
お
い
て
も
、
よ
り
多
く

の
医
師
が
働
き
た
い
と
思
え
る
よ
う

な
魅
力
あ
る
病
院
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
。

議
員　

危
機
的
状
況
に
あ
る
新
卒

者
の
雇
用
情
勢
を
改
善
す
る
た
め

に
は
、
短
期
的
に
も
長
期
的
に
も
、

ま
た
、
全
庁
を
あ
げ
産
業
振
興
か
ら

教
育
ま
で
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け

る
総
合
的
な
取
り
組
み
が
必
要
と

考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

平
成
二
十
三
年
度
は
、
学
校

と
地
域
の
企
業
と
の
調
整
を
行
う

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
各

学
校
に
お
い
て
地
域
に
マ
ッ
チ
し

た
人
材
の
育
成
な
ど
を
行
う
。ま
た
、

中
小
企
業
の
振
興
や
新
産
業
の
創

出
、
企
業
誘
致
な
ど
、
教
育
か
ら
産

業
振
興
ま
で
総
合
的
な
取
り
組
み

を
進
め
る
。

（
ほ
か
に
、
企
業
誘
致
の
推
進
に
向

け
た
総
合
的
な
取
り
組
み
、
新
し
い

公
共
へ
の
対
応
、
今
後
の
人
事
管
理

の
あ
り
方
に
つ
い
て
な
ど
も
質
問
）

代表質問（要旨）

公
共
交
通
の
維
持
と
活
性
化
は

広
域
バ
ス
路
線
の

実
証
運
行
を
実
施

井
手
義
弘
議
員
（
公
明
）　

自
治
体

の
会
計
は
、地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、

単
年
度
の
収
入
と
支
出
を
単
式
簿
記

に
よ
り
予
算
と
決
算
の
手
続
き
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
東
京
都
で

は
複
式
簿
記
を
シ
ス
テ
ム
化
し
て
行

政
コ
ス
ト
計
算
書
な
ど
を
作
成
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
一
つ
一
つ
の
事
務

事
業
を
客
観
的
に
評
価
し
、
見
直
し

を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
東
京
都

方
式
へ
の
移
行
は
、
初
期
投
資
が
莫

大
に
な
る
、
他
の
自
治
体
と
の
比
較

検
討
が
難
し
く
な
る
な
ど
欠
点
も
あ

る
が
、
こ
う
し
た
リ
ス
ク
に
挑
戦
し

て
も
、
東
京
都
方
式
に
よ
る
公
会
計

改
革
に
着
手
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

知
事　

全
国
知
事
会
と
し
て
も
新
た

な
地
方
公
会
計
制
度
の
導
入
を
積
極

的
に
進
め
る
よ
う
提
案
し
て
い
る
と

こ
ろ
。
総
務
省
の
研
究
会
で
地
方
公

会
計
基
準
の
見
直
し
検
討
を
行
っ
て

お
り
、
研
究
会
の
動
向
な
ど
を
見
な

が
ら
適
切
に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
。

議
員　

県
北
地
域
の
中
核
医
療
機
関

で
あ
る
日
立
製
作
所
日
立
総
合
病
院

で
は
、
新
た
な
病
棟
建
設
が
進
ん
で

お
り
、
そ
の
公
的
な
役
割
は
非
常
に

大
き
い
。
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
の
影
響

を
払
拭
す
る
政
策
に
充
て
る
た
め
創

設
さ
れ
た
原
子
力
安
全
等
推
進

基
金
の
一
部
を
活
用
し
、
日
立

総
合
病
院
の
新
病
棟
整
備
に
支

援
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
。

知
事　

基
金
創
設
の
趣
旨
に
即

し
、
Ｊ
Ｃ
Ｏ
周
辺
住
民
へ
の
健

康
診
断
事
業
の
財
源
に
充
て
る

ほ
か
、
防
災
対
策
や
県
北
・
県

央
地
区
の
救
急
医
療
体
制
の
充

実
な
ど
に
活
用
す
る
方
向
で
考

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
基
金

も
活
用
し
、
必
要
な
支
援
を
行
う
方

向
で
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

議
員　

県
Ｉ
Ｔ
戦
略
会
議
の
提
言
な

ど
を
踏
ま
え
、
今
後
の
Ｉ
Ｔ
戦
略
に

対
し
て
第
一
に
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の

推
進
、
第
二
に
医
療
分
野
で
の
Ｉ
Ｔ

の
高
度
利
用
、
第
三
に
住
民
の
孤
立

化
を
防
ぐ
ツ
ー
ル
と
し
て
の
Ｉ
Ｔ
活

用
の
三
点
を
提
案
す
る
。

知
事　

新
た
な
Ｉ
Ｔ
戦
略
に
お
い
て

は
、
県
民
の
利
便
性
の
向
上
と
質
の

高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
観

点
か
ら
、
業
務
の
積
極
的
な
見
直
し

と
改
善
、
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化
を
一

体
と
し
て
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

（
ほ
か
に
、
無
縁
社
会
へ
の
対
応
、

議
会
改
革
、
中
国
と
の
交
流
拡
大
な

ど
も
質
問
）

公
会
計
の
複
式
簿
記
化
に
着
手
す
べ
き
で
は

総
務
省
研
究
会
の
動
向
等
を
見
な
が
ら

適
切
に
対
処
す
る

江
田
隆
記
議
員
（
自
県
ク
）　

平
成

二
十
五
年
度
に
開
校
す
る
古
河
地

区
の
中
等
教
育
学
校
の
学
校
づ
く

り
は
。
特
に
、
つ
く
ば
の
研
究
機
関

な
ど
や
地
元
医
師
会
な
ど
と
連
携

し
、
六
年
間
を
通
じ
て
、
魅
力
あ
る

教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
。

教
育
長　

高
い
学
力
と
豊
か
な
人

間
性
を
兼
ね
備
え
た
次
代
の
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
す
る
中
高
一
貫
教
育

校
を
目
指
す
。
主
な
取
り
組
み
と
し

て
、
前
期
課
程
で
の
英
語
・
数
学
の

授
業
時
間
の
増
、
習
熟
度
別
の
少
人

数
指
導
な
ど
に
よ
り
、
確
か
な
学
力

の
定
着
を
図
る
。
ま
た
、
病
院
や
研

究
機
関
な
ど
と
連
携
し
た
体
験
学

習
な
ど
に
よ
る
科
学
教
育
や
外
国

人
留
学
生
と
の
交
流
な
ど
を
と
お

し
た
国
際
教
育
に
も
取
り
組
む
。

議
員　

昨
年
、
議
会
調
査
特
別
委
員

会
か
ら
、
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
に

五
十
五
あ
る
県
出
資
団
体
を
概
ね

四
十
ま
で
削
減
す
る
よ
う
提
言
し

た
が
、
昨
年
末
ま
で
の
削
減
数
は
二

団
体
の
み
。
今
後
、
ど
の
よ
う
に
県

出
資
団
体
の
改
革
を
進
め
る
の
か
。

知
事　

平
成
二
十
二
年
度
末
ま
で

に
、
労
働
者
信
用
基
金
協
会
や
勤
労

者
余
暇
活
用
事
業
団
の
解
散
な
ど
に

よ
り
、
四
十
九
団
体
ま
で
削
減
で
き

る
見
込
み
。
本
年
四
月
に
は
、
建
設

技
術
公
社
と
道
路
公
社
の
総
務
経

理
部
門
を
統
合
す
る
ほ
か
、
農
林
振

興
公
社
な
ど
農
林
関
係
三
団
体
も

統
合
に
向
け
具
体
的
に
検
討
し
て
い

る
。
進
行
管
理
を
徹
底
し
、
目
標
達

成
に
向
け
て
、
全
力
で
取
り
組
む
。

議
員　

日
野
自
動
車
の
受
入
態
勢
づ

く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

ま
た
、
進
出
効
果
を
県
内
に
波
及
さ

せ
る
た
め
、
関
係
企
業
の
誘
致
や
取

引
参
入
を
目
指
す
県
内
企
業
の
支
援

に
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

知
事　

日
野
自
動
車
と
協
議
し
な

が
ら
、
造
成
工
事
や
周
辺
道
路
、
工

業
用
水
な
ど
の
基
盤
を
整
備
し
て

き
た
。
従
業
員
な
ど
に
も
本
県
に
来

て
良
か
っ
た
と
言
っ
て
頂
け
る
よ

う
全
力
を
尽
く
す
。
ま
た
、
一
社
で

も
多
く
の
関
係
企
業
の
誘
致
を
目

指
す
ほ
か
、
品
質
改
善
な
ど
の
た
め

の
セ
ミ
ナ
ー
や
工
場
見
学
会
、
さ
ら

に
は
、
日
野
自
動
車
本
社
に
県
内
企

業
の
技
術
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
説
明

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
取
引
に
結
び

つ
く
よ
う
支
援
す
る
。

古
河
地
区
の
中
等
教
育
学
校
の
学
校
づ
く
り
は

高
い
学
力
と
豊
か
な
人
間
性
を
兼
ね
備
え

た
次
代
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る

県
議
会
改
革
等
調
査
検
討
会
議
を
設
置
し
ま
し
た

　

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議

会
が
そ
の
役
割
を
十
分
に
果
た
し

て
い
く
た
め
、
三
月
二
十
二
日
に

議
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
「
県
議

会
改
革
等
調
査
検
討
会
議
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
検
討
会
議
で
は
、「
議
会
及

び
議
員
の
制
度
的
位
置
付
け
に
関

す
る
こ
と
」、「
本
会
議
及
び
委
員

会
の
審
議
・
審
査
の
活
性
化
」、「
議

会
、
議
員
活
動
の
県
民
へ
の
公
開
」、

「
議
員
定
数
・
選
挙
区
の
あ
り
方
」

な
ど
、
本
県
議
会
に
係
る
全
て
の

課
題
に
つ
い
て
議
論
を
尽
く
し
、

す
ぐ
に
改
善
で
き
る
も
の
は
直
ち

に
実
施
す
る
と
い
う
方
針
に
よ
っ

て
、
聖
域
な
き
改
革
に
臨
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
に
は
、
議
長
が
十
二
名
の

議
員
を
委
嘱
し
、
今
後
、
幅
広
い

観
点
か
ら
議
論
し
て
い
き
ま
す
。

 

委
員
の
構
成

◎
は
座
長　

○
は
座
長
代
理

◎
海
野　
　

透　
　

○
常
井　

洋
治

　

石
川　

多
聞　
　
　

小
田
木
真
代

　

細
谷　

典
幸　
　
　

狩
野　

岳
也

　

西
條　

昌
良　
　
　

長
谷
川
修
平

　

井
手　

義
弘　
　
　

江
田　

隆
記

　

梶
岡　

博
樹　
　
　

大
内
久
美
子


